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やつがたけ 

木
曽
越
古
道
と
三
十
三
観
音

 

［
東
濃
署
］
当
署
が
管
轄
す
る
加
子
母
裏
木
曽
国
有

林
は
、
中
津
川
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る
面
積
約

四
、二
〇
〇
㌶
の
国
有
林
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
尾
張
藩
の
藩
林
と
し
て
管
理
さ

れ
、
留
山
制
度
（
木
曽
五
木
の
伐
採
を
禁
ず
る
）
に

よ
り
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
群
生
地
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
や
護
山
神
社
奥
社
な

ど
歴
史
的
に
も
興
味
深
い
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
木
曽
越
古

道
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
木
曽
越
古
道
」
は
岐
阜
県
の
加
子
母
か
ら
長
野

県
の
王
滝
へ
抜
け
る
古
道
で
、
そ
の
歴
史
は
今
か
ら

九
百
年
ほ
ど
前
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
御
嶽
山
へ
向
か
う
主
要
な
登
山
道
と
し

て
利
用
さ
れ
、
御
嶽
講
の
行
者
や
信
者
が
頻
繁
に
往

来
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
道
中
、
加
子
母
か
ら
長
野
県
王
滝
村

滝
越
地
区
ま
で
の
間
に
は
観
音
様
を
刻
ん
だ
三
十
三

体
の
石
像
が
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
観
音
像
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
に

加
子
母
の
「
林
文
三
郎
」、
付
知
の
「
田
口
忠
左
衛

門
」
が
発
起
人
と
な
り
、
旅
人
の
安
全
を
願
っ
て
木

曽
越
峠
の
要
所
に
道
標
と
し
て
安
置
し
た
も
の
で
す
。

  

こ
の
古
道
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
道
路
や
鉄
道
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て

次
第
に
往
来
が
途
絶
え
、
や
が
て
は
観
音
像
の
行
方

だ
け
で
な
く
、
そ
の
ル
ー
ト
さ
え
も
不
明
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

  

こ
の
美
濃
の
国
と
信
濃
の
国
と
を
結
ぶ
歴
史
あ
る

古
道
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
十
四
年
に
地
元
の

有
志
が
「
古
道
木
曽
越
峠
と
三
十
三
観
音
研
究
会
」

を
旗
揚
げ
し
、
木
曽
越
峠
の
ル
ー
ト
調
査
と
所
在
が

不
明
と
な
っ
て
い
る
三
十
三
体
の
観
音
像
の
捜
索
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
熱
心
な
捜
索
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に

二
十
六
体
の
観
音
像
が
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の

四
年
間
は
、
見
つ
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
十
一
月
に
研
究
会
と
裏
木
曽

古
事
の
森
育
成
協
議
会
が
協
賛
し
て
「
紅
葉
の
『
裏

木
曽
の
森
』
で
三
十
三
観
音
を
探
そ
う
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
二
十
七
体
目
が
発
見
さ

れ
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
方
不
明
の
観
音
像
は
残
り
六
体
と
な
り
、
同
研

究
会
で
は
、
今
後
も
捜
索
を
行
う
予
定
で
す
。

　

発
見
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
現
在
、
加
子
母
に
あ
る
高

時
山
へ
登
る
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
道
の
脇
で
は
昔
の
風
景
そ
の
ま
ま
に
観
音
像
が

登
山
者
等
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

高時山から望む御嶽山

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
一
月
十
六
日
付

▽ 

南
信
森
林
管
理
署
総
務
課
付
（
南
信
署
諏
訪

南
森
林
官
） 

堀
内　

志
保

林
野
庁
人
事
（
抄
）

 

十
二
月
一
日
付

▽ 

林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
付
（
森
林

整
備
部
計
画
課
併
任
）（
中
部
森
林
管
理
局

東
信
森
林
管
理
署
長
） 

大
西　

滿
信

▽ 

中
部
森
林
管
理
局
東
信
森
林
管
理
署
長
（
北

海
道
森
林
管
理
局
日
高
北
部
森
林
管
理
署

長
） 

安
永　

正
治

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
二
月
一
日
付

▽ 

関
東
森
林
管
理
局
出
向
（
総
務
部
総
務
課

付
）（
林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
併
任
国

有
林
野
部
経
営
企
画
課
併
任
）（
木
曽
署
南

木
曽
支
署
治
山
課
技
術
専
門
官
）

 

掛
部　
　

晋

▽ 

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
土
木
係
（
岐

阜
署
椹
谷
森
林
事
務
所
） 

生
駒　

豊
文

新たに発見された観音像

昔の佇まいを現在に残す木曽越古道

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

◆
ア
ク
セ
ス

　

中
央
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
二
五
七
号
線

　

を
経
由
し
て
加
子
母
へ

　

加
子
母
総
合
事
務
所
を
横
切
り

　
（
古
道
木
曽
越
登
山
道
入
口
）
へ
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長方形


